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南関東都市部におけるチョウゲンボウの繁殖状況と環境特性

池田昌枝’・本村健２・石井良明２・内藤典子３・藤田剛’

はじめに

日本に生息するチョウゲンボウＦαﾉｃｏｔ加皿"Ｃｕ此smterst伽ctusは，以前は，本州中

～北部の川沿いや海岸の崖地の，崖面に点在する自然にできた横穴やくぼみ，ヤマセミの

古巣穴，木の株の間，あるいはカラスの古巣などで営巣し（細野1950,日向1957，細野

1958,1961，加賀崎1962,清棲1978)，都市部での繁殖例はほとんど報告されていなかっ

た．しかし，近年，南関東都市部で繁殖記録が相次いでおり，1966年神奈川県川崎市（東

京都公害局1975）を皮切りに，1970年代には多摩川周辺（津戸1984)，東京都大田区，

立川市，調布市（東京都公害局1980)，1980年代には神奈川県綾瀬市，相模原市，海老名

市（日本野鳥の会神奈川支部1986)，同藤沢市（浜信二郎私信)，埼玉県南部（福井1986)，

東京都町田市（内藤典子未発表）などで記録がある．これら都市部での営巣場所は，鉄

橋の支柱の穴，ビルの換気孔，鉄骨建物のひさしにある空間など，いずれも人工建造物中

であった．

そこで，南関東都市部で繁殖するようになった原因や条件を明らかにするため，繁殖状

況の把握を試みるとともに，営巣場所やその周辺の環境を調査した．その結果と，南関東

以外の都市近郊，および都市部以外の地域での繁殖例とをあわせ，チョウゲンボウの繁殖

環境の特性や都市進出の要因などを考察した．

調査地と調査方法

調査は，1991年５月１日～６月６日までに，東京都，神奈川県，千葉県北西部，埼玉県

南部の50地点で行なった（図１)．これらは，繁殖期に観察記録があったり繁殖が確認さ

れた地点，およびそれらの地点と類似の環境であるなど繁殖の可能性が高いと考えられた

地点である．

繁殖を確認した場合は，繁殖つがい数，営巣場所の種類，巣の形状，出入口の向きと大

きさ，巣の地上高を記録し，営巣場所のスケッチまたは写真撮影を行なった．巣の形状は

"屋根のある空間”か“屋根のない空間”に分け，屋根のある空間の場合は，さらに「穴

(奥行きが20～30ｃｍ以上)｣，「くぼみ（奥行きが20～30ｃｍ以下)｣，「横長の隙間｣，「縦長

の隙間」の４種類に分類した（図２)．出入口の大きさと地上高は目測によった．
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図１．南関東都市部におけるチョウゲンボウの調査地点と繁殖状況．
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図２．４タイプに分類された巣の出入口の形状．
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また，巣からの見晴らしのよさについて，巣の前方に山，森林，果樹園，３階建て以上

の建築物などの大きな遮蔽物がどの程度あるかを地形図より求め，見晴らしが「よい」

｢ほぼよい」「よくない」の３段階に分けた．

巣の周辺の環境については，巣を中心とした半径１ｋｍの円内の環境を「周辺環境」と

し，その中を地形図上で林地，農地，草地，裸地，住宅地，開水面の６要素に大別して，

各要素の占める面積の割合を算出した．巣を中心とした半径１ｋｍの円内の環境をとりあ

げたのは，別亜種のチョウセンチョウゲンボウＦ,ｔ､”凡皿Ｃｕ〃sで，草地や農地で繁殖す

るっがいの雄が，っがい形成から抱卵の期間，巣から１ｋｍ内の範囲にいることが多いた

めである（Villagel990)．なお，林地は広葉樹林，針葉樹林，竹林，寺社林などとし，

農地は水田，畑，果樹園，桑畑など，草地は植生のある空き地，ゴルフ場，河原の草地な

ど，裸地は植生のない空き地，運動場，駐車場，幹線道路など，住宅地は住宅，商店街，

工場など，開水面は河川，湖沼，海などとした．

結果と考察

１．南関東都市部での繁殖状況

調査した50地点の中で，チョウゲンボウの生息が確認されたのは１２地点であった（図１)．

このうち，東京都町田市，神奈川県藤沢市（２地点)，茅ケ崎市，厚木市，横浜市，千葉

県松戸市（２地点)，我孫子市の９地点で繁殖が確認された．町田ではひとつの建造物に

4つがいが繁殖したが，その他の８地点では１つがいずつで，合計12つがいの繁殖が確認

された．

この結果から，南関東都市部の広い範囲でチョウゲンボウが繁殖していることがわかっ

た．南関東だけでなく，山梨県甲府市（平野1989）や新潟県新潟市（石部1988)，同長

岡市（渡辺1991）などでも繁殖しており，近年，ほかの地域の都市部でも繁殖記録が増

えている．かつては都市部での繁殖例がほとんどなかったのに対し，1970年代以降増えて

いるのは，チョウゲンボウが都市部に繁殖分布を広げてきていることを示唆しているとい

える．

２．営巣場所の特性

営巣場所はすべて人工建造物で，１地点は鉄骨の体育館，残り８地点が橋であった（表

1)．橋には鉄橋とコンクリート土台の橋の２種類があり，前者は川にかけられた鉄道橋

が４地点と（図３)，同じく川にかけられた水道橋が１地点で，後者は川にかけられた車

道橋が２地点，車道の陸橋がｌ地点であった．

鉄橋および鉄骨の体育館では，上部の鉄柱や鉄板に穴や横長の隙間があり，この部分が

営巣に使われていた（図４)．コンクリート土台の橋では，土台にある穴や橋本体と土台

の間にあいた横長の隙間が利用されていたが，どの場合もほぼ垂直な側面に存在する屋根

のある空間であった．出入口の向きは，８地点が横向き，１地点で下向きであり，出入口

の幅は，１地点が不明，ほかの１地点が約50ｃｍ，残り７地点は１０～20ｃｍの範囲だった．

巣の地上高は，横浜の約６ｍを最低に，茅ケ崎で約９ｍ，残り７地点は10～20ｍの範囲で

あった．

巣からの見晴らしのよさは，町田，藤沢Ｉ，横浜を除く６地点で「よい」であった．町

田では出入口が壁に面しており，巣自体からは「よくない」だったが，巣の真下にとまり
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表１．南関東都市部におけるチョウケンポウの営巣場所の特徴．

Table１．CaracteristicsofnestinghabitatofKestrelsinurbanareasofthesouthernKantoregion．
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場があり，そこからは「よい」であった．藤沢Ｉと横浜は「よくない」で，巣付近でまわ

りを見渡せるとまり場もなかった．

本調査地点９例のほか，南関東以外の都市近郊で繁殖した新潟県新潟市（石部1988,

および私信)，同長岡市（渡辺1991,および私信)，栃木県足利市（遠藤1987,および私

信，遠藤・菊地1987)，山梨県甲府市（小林美博私信）の４例でも，校舎，鉄道橋，水

門，高層ビルと，いずれも高さ10ｍ以上の人工建造物中にある屋根のある空間が利用され，

巣からの見晴らしがよいところが多かった．

図３．チョウゲンボウの巣に利用された鉄橋（松戸Ｉ)．

Fig.３．Anironbrid賃eusedforanestsiteofKestrels（Matsudol）
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図４．巣となった穴と巣立ち間近のヒナ（松戸Ｉ)．

Fig.４．Aholeusedforanestsiteandajuvenileatthehole（Matsudol）‘



154

都市近郊以外の地域の崖地で営巣した例として，栃木県の７地点（塩谷町，矢板市各２

地点，宇都宮市，鹿沼市，岩舟町各１地点／遠藤1987,および私信，遠藤・菊地1987）

と，長野県の６地点（中野市，長野市，上田市，長門町，小諸市，佐久市各１地点／羽田・

北沢1983，北沢善政私信）の13例についても，資料や観察結果を収集した．営巣場所と

なった崖地には，自然崖と採石崖とがあったが，どちらもほぼ垂直にきりたった崖面の地

上高約10～60ｍに存在する屋根のある空間が利用され，巣からの見晴らしは「よい」か

｢ほぼよい」であった．

以上26例を比較した結果，人工建造物と崖地とで，いくつかの共通する傾向が見られた．

まず，２６例ともほぼ垂直にきりたった構造物の側面に存在する空間が巣として利用され

ていた．巣の地上高は，横浜の約６ｍや，北海道美唄市の約４ｍ（山田1988)のように非

常に低い例もあったが，その他の25例では約10ｍ以上であり（茅ケ崎を含む)，概して高

いところを好む傾向があると思われた．このような営巣状況では，地上からの外敵の接近

が困難で，安全性が高いと考えられる．

次に，巣およびその付近からの見晴らしが「よい」が21例（町田を含む)，「ほぼよい」

が２例（宇都宮，中野)，「よくない」が２例（藤沢Ｉ，横浜)，不明が１例（甲府）で，

見晴らしのよいところが多かった．これは，おもに空から外敵が接近するのを，親が発見

しやすくなることに役立つと思われる．

さらに，巣として使われた部分はどれも屋根のある空間で，屋根のない空間の例はなかっ

た．出入口の幅は，本調査以外の17例では調査していないが，本調査の９例中７例はチョ

ウゲンボウが１羽出入りできるくらいの比較的狭いものであった．また，矢板で利用され

た人工巣穴の出入口の大きさは40×25ｃｍであったが，その奥は直径15ｃｍほどの小さな穴

になっている（遠藤孝一私信)．このような空間では，屋根がなかったり幅が広い空間に

比べ，カラスなどが卵やヒナを捕食するのを困難にする効果があると考えられる．また，

出入口の向きは，２６例中24例が横向き，残り２例が下向きであった．下向きの空間に営巣

した例は福井（1986）や山田（1988）も報告しているが，横向きが圧倒的に多い．これは

外敵に対する安全性よりも，親の入りやすさや，卵やヒナの巣からの落下防止に関連して

いると思われる．

３．営巣場所の周辺環境の特性

巣を中心とした半径１ｋｍの円内の環境は図５，環境区分の６要素の占める面積の割合

は図６のとおりである．各調査地点間で環境要素の構成比に共通の傾向は見られなかった

が，全体的にどの地点でも密集した住宅地が存在し，我孫子を除いた８地点では，６要素

中，住宅地の占める割合が最も高かった（39.5～71.0％)．我孫子では草地の48.4％の次に

高く，26.2％であった．一方，林地はどこも低く，多いところで町田の15.1％や茅ケ崎の

13.3％，その他は10％未満で，松戸Ⅱのようにまったくない地点もあった．

チョウゲンボウはおもに田畑，河原，海岸などの開けた環境で，地上にいる小型ほ乳類，

小鳥類，は虫類，昆虫類を採食するため（石沢・千羽1967，加賀崎1973)，本調査の環

境区分のうち，農地，草地，裸地の３要素が採食場所として重要だと思われた．これを合

計した割合は，いちばん多い我孫子で55.6％，少ない町田で12.9％，他の７地点は30～５０

％の範囲だった．また，町田と茅ケ崎以外の７地点では，川にかけられた橋に営巣したの

で開水面が存在したが，町田では1.0％，茅ケ崎ではまったく認められなかった．
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前述の南関東以外の都市近郊４例と都市近郊以外の地域の13例の繁殖地点の周辺環境に

ついても，同様に６種類の環境要素の割合を算出した．都市近郊以外の１３例では，農地，

草地，裸地の３要素の合計がすべて50％を越えたが，南関東以外の都市近郊では，6.6％

(甲府)，44.3％（長岡)，49.1％（新潟)，83.6％（足利）とばらつきが大きかった．

２６例をあわせると，３要素の合計が50％以上のところが15例，３０％以上では24例あった．

ある程度開けた環境のある地点での繁殖例が多いとはいえ，町田や甲府のように極端に少

ないところもあり，巣を中心とした半径１ｋｍの円内に，一定面積以上の農地，草地，裸

地が必ずしも必要ではないことがわかった．町田や甲府で繁殖が可能な理由としては，①

巣より１ｋｍ以上離れた場所でも採食する，②庭の餌台にいたヒヨドリを襲った例もある

ので（日本野鳥の会神奈川支部1986)，住宅地でも採食する，③面積は小さくても利用可

能な食物が多い場所があり，そこで集中的に採食している，などがあげられる．

もっとも，ひとくちに開けた環境が採食に適しているといっても，農地，草地，裸地の

どの要素が最も重要なのかは明らかでなく，さらに，農地では作物の種類により，草地は

草の種類や草丈により，裸地では舗装状態により，利用可能な食物の量が異なることも予

想される．また，住宅地でどの程度採食するのかも不明である．採食場所については，ど

のような環境が，巣からどの程度の距離に，どのくらいの面積必要なのか，今後，より詳

細な調査・分析を行なう必要がある．

ところで，チョウゲンボウは川沿いで繁殖することが多いため，調査前，開水面を必要

とすると予想されたが，開水面が１％以下の地点が６例あり，そのうち２例は０％であっ

た．上村・小林（1984）は，猛禽類はあまり水を飲まないと報告しており，チョウゲンボ

ウが開水面で採食を行なう可能性が低いことからも，開水面自体が必要なのではなく，河

川敷や田畑のような開けた環境が川に近接し，営巣適地として崖や橋がある結果，川沿い

での繁殖が多く見られると考えられる．林地についても，各繁殖地点で割合が低く，一般

的にいわれているチョウゲンボウの採食習性から見ても，とくに重要な要素とは考えにく

い．

以上から，都市部とそれ以外の地域とで共通して多く見られた傾向として，崖地にしる

人工建造物にしろ，ほぼ垂直な側面の10ｍ以上の高さで，付近の見晴らしがよく，屋根が

あって出入口が狭い横向きの空間に営巣すること，および，その周囲に採食に好適な開け

た環境が存在することがあげられ，これがチョウゲンボウにとって重要な繁殖条件になる

と考えられる．

都市がある平野部や盆地では，かっては，採食場所となる開けた環境は存在しても，営

巣に適した崖地がなかったために繁殖できなかったと考えられる．ところが，近年，側面

に空間がある，コンクリートや鉄製の高層人工建造物ができたことにより，崖地のように

営巣条件を満たす場所が確保できたわけである．つまり，崖地に類似した人工建造物の存

在が，チョウゲンボウの都市部での繁殖を可能にしたといえる．
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南関東以外の都市近郊，および都市近郊以外の崖地での繁殖例もあわせた計26地点から繁殖環境の

特性を考察したところ，営巣場所としては，崖地と人工建造物とでいくつかの共通点が得られ，地上

高，巣付近の見晴らしのよさ，出入口の形状などが重要だと思われた．また，巣の周囲に採食に好適

な開けた環境が30％以上存在する地点での繁殖例が多かったが，極端に少ない地点も２例あった．崖

地のない都市部でも，崖地に類似した人工建造物の存在が，チョウゲンボウの繁殖を可能にしたと考

えられる．
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